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として Separatrixに dumpさせる項と強制周期外力項を加えた系 (散逸系 )
左- y,9--V ′(x)-♂(去 y2十V(x))打 fcost ･-･･･-- (※)
●
(♂,Jは摂動パ ラメタ)でいくつかのポテンシャルタイプに対して, Separatrixの分離によ
り双曲的構造をもった strangeattractorの漸近測度を調べた｡数値計算の結果は1/ノスペクト
ルよりもむしろホワイ トであった｡
次に(※)で dumping項を除いた非自励保存系で, Separatrixの分離により生じるstochas-
ticlayerについて調べた｡この場合は, Separatrix内部にKAMが残っている時は1/ノスペ
クトルが得られ,外力の amplitudeの増加に伴いKAMが壊れるとホワイ トに近づく｡
1/fタイプのスペクトルを与える漸近測度は dissipativeな摂動に対して不安定である事が上
の結果より示唆される｡
3. アモルファスセレンの光構造変化
乾 雅 祝
As2S3等のカルコゲナイ ドガラスに,光学ギャップに対応する波長の光を照射するとき,
体積変化を伴って吸収端は低エネルギー側にシフトする｡このいわゆる光構造変化の機構を明
らかにするため,我々は最も単純なカルコゲンガラスである2配位鎖状構造をもつアモルファ
スSe(α-Se)及びSeに微量Te,S,Asを添加した系を対象として,室温,窒素温度で光
照射による吸収端のシフトを測定した｡
試料としては真空蒸着法で作成した膜厚約5pmのものを用いた｡300Wタングステンラン
プを用い,熱線カットフィルターを通して試料を1-4時間照射し,吸収係数の値が103-104
cm~1の領域での吸収端の変化を測定した.
a-Seのガラス温度は室温近傍 (48℃)にあるため,室温での光照射による吸収端のシフ
トは観測されなかったが,窒素温度では光照射により吸収端は大きく低エネルギー側にシフト
する｡ そのシフト量は照射時間とともに増大し,ほぼ3時間で飽和する｡ 興味あることには,
吸収端のシフトは単なる平行移動ではなく,吸収係数の小さい鋲域でのシフトが大きい｡低温
ではこの状態が保持されるが,室温までアニールすると元の状態に復 し,さらに低温照射を行
なうと再びこの現象はくり返される｡SeにTeを5at% 添加したアモルファス試料では､,級
ー 719-
